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「横浜の環境」
～横浜市環境管理計画年次報告書～について

１　環境管理計画の位置づけと本書
　　（横浜の環境～横浜市環境管理計画年次報告書～）の役割について
　横浜市環境管理計画は、「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づき、策定されてい
ます。この計画は、市、市民、事業者の役割を示し、三者が一体となって環境の保全及び創造に積
極的に取り組んでいくことを定めており、今日の環境問題の解決がはかられている望ましい都市横
浜の姿（5つの都市環境像）を掲げるとともに、20の基本施策を定め、その実現をめざすことを目
的としています。
　本書は、横浜市環境管理計画に掲げた施策・事業の進ちょく状況をまとめ、毎年、年次報告書と
して公表しているものです。

＜環境管理計画　施策・事業体系図＞
計 画 が 目 指 す
都 市 環 境 像 基 本 方 向 基　本　施　策

都市・生活型公害などの改善
が進められ、新たな環境汚染
が未然に防止されている都市

１公害（生活環境）対策
の推進

① 大気環境の保全
② 水環境の保全
③ 地盤環境の保全
④ 有害化学物質対策の推進
⑤ 騒音、振動対策の推進

自然とふれあえる、うるおい
とやすらぎのある都市

２自然環境の保全及び
　快適環境の創造

① 緑と水にふれあえる街づくりの推進
② 生物生息空間の保全・創造
③ 良好な都市景観の保全・創造

環境への負荷の少ない都市構
造や循環型の社会システムが
形成されている都市

３少負荷型・循環型都市
の形成

① 少負荷型の都市づくりの推進

② 産業廃棄物の発生抑制、資源化、減量化、適正処理
の推進

③ 一般廃棄物の減量化・資源化、適正処理の推進
④ 建設発生土対策の推進

⑤ エネルギーの効率的利用の推進（地球温暖化対策に
掲載）

地球規模の環境問題に対し、
地域からの取組が進められて
いる都市

４地球環境保全対策の
　推進

① 地球温暖化対策の推進
② オゾン層保護対策の推進
③ その他地球環境保全対策の推進
④ 環境分野における国際的連携の推進

環境の保全と創造の意識が高
く、積極的な活動がなされて
いる都市

５環境保全意識の向上
　及び自主活動の促進

① 環境教育・環境学習の推進
② 市民・事業者の環境保全活動の促進
③ 市の環境保全行動の展開

横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例
平成７（1995）年　策定

(環境管理計画の策定等)
第18条　市長は、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的
に推進するため、横浜市環境管理計画(以下「環境管理計画」という。)
を策定しなければならない。

横浜市環境管理計画
平成　８（1996）年　策定
平成１６（2004）年　改訂

(年次報告書の作成、公表等)
第20条　市長は、環境の状況、環境管理計画に基づき実施された施策の
状況等について年次報告書を作成し、これを公表しなければならない。

横浜市環境管理計画年次報告書
「横浜の環境」
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２　環境管理計画のおもな目標の達成状況（概要）

　横浜市環境管理計画の計画期間は平成22年度までとなっており、施策ごとに目指すべき目標とし
て「横浜市環境目標」を掲げています。
　また、達成状況をはかるために、目標達成のための指標を定めています。
　ここでは、達成状況の概要を示します。

大
気

二酸化硫黄（一般局）　　　　　測定局 18局中　18局達成
一酸化炭素（自排局）　　　　　測定局 3局中　 　3局達成
浮遊粒子状物質（一般局）　　　測定局 20局中　17局達成
浮遊粒子状物質（自排局）　　　測定局 8局中　　 6 局達成
二酸化窒素（一般局）　　　　　測定局 20局中　  3 局達成
二酸化窒素（自排局）　　　　　測定局 8局中　　 8 局達成
光化学オキシダント（一般局）　測定局 19局中　  0 局達成
※一般局…一般環境大気測定局、自排局…自動車排出ガス測定局

水

親
水

川の生態系の観察などができる水辺拠点の整備　30カ所（目標 52か所）
河川や水路などの環境整備　　　　　　　　　　66.5km（目標 50km）

水
循
環
（
水
質
）

BOD（河川）目標値　3mg/L 以下　38地点中  35 地点達成
   目標値　5mg/L 以下　29地点中  25 地点達成
   目標値　8mg/L 以下　  7 地点中    6 地点達成

COD（海域）目標値　2mg/L 以下　  4 地点中    0 地点達成
   目標値　3mg/L 以下　  4 地点中    0 地点達成

糞便性大腸菌群数
　      （海域） 目標値　100個 /100ml 以下　2地点中 2地点達成

地
盤

地盤沈下 (1cm未満 ) 　353 地点中 339地点達成
　　　　　　　　　　　（1cm未満の地盤隆起も含む）
土壌環境基準　　　　   10 地点中 10地点達成（ダイオキシン類）
地下水質環境基準　      98 地点中 97地点達成

緑

樹林地　　　：1,421ha
農地　　　　：1,833ha
公園　　　　：1,928ha
緑化・その他：1,418ha
合計　　　　：6,601ha（市域面積の 15.2%）

ご
み

産
廃 最終的に処分される量： 935 千トン (8％ )（平成 17年度値）

一
廃

平成 18 年度の全市のごみ量は、約 103 万 2 千トンで、平成 13 年度に対して
35.9％（約 58万トン）の減少

温暖化 平成 16(2004) 年度の一人当たりの温室効果ガス排出量は、5.74t-CO₂/ 人で、基
準年度の排出量 5.28t-CO₂/ 人と比べ９%の増加


